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I .研 究 目的

我 が国の水 田土壌 は肥沃 で あ るた め施肥 を行 わな くて も水稲 の収穫 量 は あ る程度

見込 め る。 しか し,土 壌 の肥沃度 が低 く,か つ 十分 な施肥 を行 うこ とがで きない地

域 にお いては腐葉 土や堆肥 の混入 が行 われ る。 また,こ れ ら有機物 の分解 は水管理

に よって影響 を受 け る と考 え られ る。そ こで本研 究 では,腐 葉 土のす き込み及び水

管理 が土壌 の肥沃度や水稲 の収 量に与 える影響 につ いて実験 を行 つた,

H.実 験方 法及 び測 定項 目

実験は岐阜大学内の雨除け ビニールハ ウス内においてポ ッ ト栽培 によ り行 つた。

試験区は① 16週 間湛水 (水管理①),② 16週 間ほ場容水量 (水管理②),③ 8週 間湛

水→8週 間ほ場容水量 (水管理③),④ 4週 間湛水→4週 間ほ場容水量→4週 間湛水

→4週 間ほ場容水量 (水管理④)の 4つ を設 けた。また,土 壌に混ぜ る腐葉上の量

は①Og,② 200g,③ 400g,④ 600g,⑤ 800gの 5つ とし,計 20パ ター ン,各 パ タ

ー ンに 3ポ ッ トの計 60ポ ッ トで栽培実験 を行 った。なお,本 実験では,腐 葉土を

実験開始直前に土壌 にす き込んだ。苗の移植 は 6月 9日 ,収 穫は 10月 24日 に行 っ

た。実験 中には水稲の茎長,分 げつ数,穂 数 ,実 験後 には収穫量,根 群 について測

定 した。土壌 については土壌物理性 と C/Nア ナライザーを用いて土壌 中の炭素 と窒

素の量を測定 し,腐 葉土が分解,使 用 された量を求めた。

III,結果お よび考察

どの水管理 において も腐葉 土が① Ogの試験区が茎長,分 げつ数 ,穂 数 ,収 穫量の

全てにおいて最 も高い値 を示 した。一方,腐 葉 上の量が増加す るほ ど生育不良 とな

り,収 量 も減少 した。特に水管理④で収量は大 きく減少 した。

通常,腐 葉上のす き込みは冬期に行い,分解 させてか ら水稲栽培 を行 う.し か し,

今回は実験開始直前に土壌 にす き込んだため分解過程で水稲の生長 に阻害が起 きた

もの と考え られ る。生長阻害の原因 としては C/N比 が 20%を 超 えてい る腐葉土で

は炭素が過剰 にな り,微 生物が分解す るときに窒素の不足分を上壌 中か ら補い,水

稲が一時的な窒素飢餓状態 に陥 ることや,微 生物の分解過程で生 じる芳香族カルボ

ン酸が水稲根の生長阻害や窒素吸収阻害を引き起 こし,生 育初期段階において阻害

が起 きた と考 えられ る。普通水 日では この阻害は改善 され るものの,実 験で用いた

土壌は養分な どの保持能力が低い壌砂上であるため改善 されなかつた。使用 された

炭素量 と窒素量の結果か ら,腐葉土が⑤800gの ものが最 も分解が進んでいることが

わかった.し か し,収 穫量は最 も低い ことか ら,微 生物の分解 に用い られた り,上

記の生長阻害要因が発生 した と考 え られ る。一方,水 管理の違 いでは生長に差は見

られなかつた ものの,全 ての試験区で収穫量が少なかつた。 これは 日射量不足な ど

の天候不良のためであ り,そ のため水管理 にお ける差が出なかつた と思われ る。
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